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本書は、スハルト政権期に大規模な観光開発がすすめられ、インドネシア随一の観光地と

なったバリ島を調査地とし、グローバルに流通するコミュニティ・ベースド・ツーリズム

（CBT）がローカル社会の文脈に合わせて適応されていく動態を、NGO やその協力者とい

ったアクターの動向に焦点をあてながら記述した民族誌である（p.1）。本書のねらいは、「受

動的なものと捉えられてきた CBT の導入をめぐるホスト社会の人びとの対応を、自らを取

り巻く問題を解決するためのダイナミックで能動的な実践として描き出す」（p.35）ところ

にある。そこで本書では、CBT が導入される現場を「相互作用の空間」と捉え、その場に

注目し、そこにどのような組織や個人がかかわり、どのような動機から CBT の名のもとに

おいて観光が新たに生み出されるのか、そこで誰によってどのような意味が CBT に付与さ

れるのか、「翻訳」がなされているのか、そこでどのような認識枠組みが形成され、人びと

がどのような行動をするのかに迫っていく。本書では、生活者たちの観光に対する認識枠組

みにも目配りをしている。こうした視座にたち、CBT 導入に携わるローカルな仲介者の実

践、CBT 導入を経験した村の側の仲介者の実践、導入後の村でのエコツーリズムの実践、

NGO アクティビストたちのバリ社会全体を対象にした環境運動の現場の様相を丁寧に描

き出す本書は、CBT の適用が、住民が運営の主体となる観光モデルの開発に留まらず、社

会運動の側面を合わせて持っていること、CBT をめぐる実践は一様ではないことを明らか

にする。また、CBT 導入の現場を徹底的に観察したことで、これまで十分に議論されてこ

なかった、地域社会における「観光の生産」（p.276）のプロセスも描き出している。 

本書は、CBT に関する知識をローカルな現場へと接続する仲介者の営みに着目すること

で、従来硬直化したものとして描かれることが少なくなかった CBT の現場を動的に捉え直

した点、そこから CBT をめぐる実践が社会運動の側面を合わせもっている点を浮き彫りに

した点に大きな功績があるといえる。また、さらなる議論の余地はあるものの、「観光の生

産」の議論にふみこんだ点も興味深い。 

本書は、観光研究に新たなる知見と視座を提示する労作であり、著作奨励賞の授与にふさ

わしい作品である。 
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